




































































































































































































































論や新聞報道は何一つありません。7月 31 日に事件の第 1報が入りますが、出てくるのは朝鮮はけし
からん、条約を無視した、日本の権利を蹂躙した、国権を侵した、という「膺懲」論です。即時開戦論
を含む報復論で大騒ぎする。調べたところ、『東京日々新聞』は 7月 31日から 10月 12日まで約 40日









































































































































































（本講演録は、2009 年７月 29 日－８月１日に開催された「第４回 RiCKS 次世代研究者フォーラム」に
おける講演を、講師の許可を得て掲載したものである。なお、講演録は「韓国併合」前後までを中心に
コリア研究  創刊号
-12-
したものとなっているが、これは本来講師が 19 世紀から朝鮮解放後までの日朝関係史を講義される予定
であったものを、主催側の設定した時間の都合上、植民地期、解放後については部分的に言及するに留
めていただいたためであることを、ここに付記する。）
